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太陽光発電の実践的保守点検研修および
デモンストレーションに関する説明会

産業技術総合研究所
再⽣可能エネルギー研究所

太陽光システムチーム
⼤関 崇
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はじめに

2
出典︓第70回 調達価格等算定委員会
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太陽光発電の認定量と導⼊量

3
出典︓A表 都道府県別認定・導⼊量（２０２１年６⽉末時点）をもとにAIST作成
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福島県の再エネ推進ビジョン

4
出典︓福島県、再⽣可能エネルギー先駆けの地アクションプラン（第３期）平成３１年３ ⽉
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福島県内の太陽光発電の導⼊件数と容量

5
出典︓A表 都道府県別認定・導⼊量（２０２１年６⽉末時点）をもとにAIST作成

導⼊件数 導⼊容量 / MW
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福島県内の太陽光発電の導⼊と認定の状況

6
出典︓A表 都道府県別認定・導⼊量（２０２１年６⽉末時点）をもとにAIST作成

導⼊件数 導⼊容量 / MW
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太陽光発電の主⼒電源化に向けて
• 将来の主⼒電源化に向けて、現状の「こと」「ひと」「もの」を変えていく必要がある。
• REを主とした発電事業者や⼩売電気事業者、アセットマネージャー、O&M事業者は国内企

業による運営が不可⽋。

電源価値の向上:
電⼒市場等へのマーケットイン

①適切な設備への是正
②地域と共⽣、裨益型の事業への転換
③FITなどの⽀援からの⾃⽴的な事業の確⽴

こと︓発電事業

ひと︓発電事業者

ひと︓アセットマネージャー

もの︓優良な発電設備

こと︓FIT売電事業

ひと︓発電事業者はごく⼀部

ひと︓保守点検事業者

もの︓不安全な発電設備

【将来︓⻑期安定電源化】

事業者の集約化

設備の適正化

①国内の発電事業者、アセットマネージャーのシ
ェア拡⼤
②電源価値向上、信頼性向上によりFITからの卒業
③地域に求めらえる再エネへ

【現在】

7
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出典︓経産省



confidential

9

太陽光発電のO&M等の技術開発・⼈材育成拠点の形成

Time based 
maintenance 

condition based 
maintenance 

•⾼度メンテの要素技術の最適な組
合せによるシステム開発

PV-O&M拠点＠FREA PVメンテナンス技術PVオペレーション技術

電⼒市場
出典︓JEPX Web

発電予測 出⼒制御

県内企業による発電・⼩売事業

共同研究・実証、⼈材育成

発電事業者・アセットオーナーとしての事業

FITを利⽤しない⻑期的な発電事業の実現
発電事業の地域共⽣、集約化

アセットマネージャ/保守点検事業者としての事業

アセットマネジメントとメンテナンスのスマート化
コスト効率的なマネジメントサービスの実現

県内企業のサービス事業
県外企業との連携によるオンサイト対応事業
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福島県内企業

•需給予測の実証による
発電事業モデルの検証

オフサイトPPA
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太陽光発電のO&M等の技術開発・⼈材育成拠点の形成

•⾼度メンテのシステム化技術の開発
•オンサイト点検装置、常時監視装置の
実験環境構築
•座学、実地研修の実施

PV-O&M拠点＠FREA
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福島県内企業

•PVの経済的な発電事業モデルのシミ
ュレーション検討
•需給予測、計画モデルのオフラインシ
ミュレータの環境構築

PVO&M技術実⽤化検討委員会

会議体により、県内外のステークフォルダによる事業モデル・仕組みの検討
発電事業者、O&M、デューデリジェンス事業者、メンテ機器事業者、保険

、⾦融、業界団体等
福島県における太陽光発電の⻑期安定電源化および県内企業の事業

拡⼤や発電事業による地域活性化の仕組みの検討。

•共同研究としてFREA設備を
利⽤して各技術の効果検証
•発電データ等の提供や所有、
管理する発電所を利⽤して技
術実証。

PVオペレーション技術実証設備

PVスマートメンテ技術実証設備

PV⾼度メンテ技術、オペレーション技術の実⽤化⾼
度技術を利⽤、運⽤できる専⾨的な⼈材創出
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①PVメンテナンス技術︓概要
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FREA 福島県内企業

•⾼度メンテのシステム化開発、運⽤
する企業との共同研究
•発電データ等の提供や所有、管理
する発電所を利⽤して技術実証。

•⾼度メンテのシステム化技術の開発
•オンサイト点検装置、常時監視装置の実験環境構築
•発電データ収集とリスク分析
•座学、実地研修の実施

技術のオペレーション指導と
システム化の技術移転

運⽤⼈材、実証研究の実施

共同研究
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①PVメンテナンス技術︓実証設備構築
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太陽光発電 250kW

実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ︓B区画

実証ﾌｨｰﾙﾄﾞ︓D区画

太陽光発電システム
• B区画︓メーカ9社、10種の太陽電池.

20kW☓10、250kW、50kW
• D区画︓メーカ1社、250kW

PCS

設備の導⼊はこちらがメイン
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①PVメンテナンス技術︓実証設備構築

オンサイト点検装置

•⾚外線カメラ
•セルラインチェッカ
•インピーダンス計測
•バイパス回路テスタ
•バイパス回路チェッカー
• I-Vカーブトレーサ
•太陽電池⾮接触計測器
•ウェアラブル⾚外線カメラ
•⽇影分析ツール
•気象観測(現地測定⽤) など

常時監視装置

•絶縁監視装置(⾃⼰バイアス)
•絶縁監視装置(信号注⼊)
•アーク検知
•モジュールレベルコンバータ
•中点遮断装置
•ストリングデータ電流・電圧監視 など

中点遮断

モジュールレベル対策
アーク検知

絶縁監視

地絡

並列
アーク

直列アーク

13
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②PVオペレーション技術︓概要
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東京⼤学 ⽣産技術研究所
エネルギーシステムインテグレーション(ESI)

社会連携研究部⾨
•需給モデルと卸電⼒市場価格の想定値
•需要家アグリゲーションモデル
•技術内容のサポート、助⾔

FREA 福島県内企業

•FIP、オフサイトPPAのシステム
化開発、運⽤する企業との共
同研究
•発電データ等の提供や所有、
管理する発電所を利⽤して技
術実証。

•需給予測データ作成環境構築
•広域需給調整プログラム、時系列需給計画運⽤プログ
ラムの利⽤環境の構築
•東⼤ツール計算環境構築
•福島県内企業データ利⽤した、複数地点PV利⽤のオ
フサイトPPAと市場活⽤のケーススタディの実施

ツールのオペレーション指導
と技術移転

運⽤⼈材、
シミュレーションの実施

連携

共同研究
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実践的保守点検研修および
デモンストレーション

15
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実践的保守点検研修およびデモンストレーション概要

実践的保守研修

•太陽光発電システムの原理（座学）
•不具合メカニズム（座学）
•構造安全に関する基礎（座学）
•⾃家⽤⼯作物の保安点検の実施内容（実地）
•現地保守点検⼿順の実技（実地）
•測定器の原理（座学、実地） など

•座学、FREAや実発電所での実地研修の実施

PVメンテナンス要素技術のデモ

• IRドローン
•ELドローン
•屋外EL
•トラック型モジュール検査
•絶縁抵抗監視装置
•常時監視型不具合装置
•運転データ分析技術

•機器のデモンストレーション、FREAでの装置利⽤経験

出典:エネテク 出典:NPC WEB

16

①PVメンテナンス技術の⼀環。共同研究とは別枠
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実践的保守研修
• 対象者

– 福島県内に事業所を有する企業に所属していること。
– 電気⼯事⼠もしくは電気主任技術者の資格を有していること。
– 太陽光発電の保守点検の経験があることが望ましい。
– すべてのカリキュラムに参加可能であること。※2年⽬以降も含めて参加可能なことが望ましい。
– 今後PV保守点検事業を継続する意欲があること。

• 募集⼈数
– 最⼤10名（各企業1名）

• 参加費
– 無料

• 募集期間
– 11⽉〜12⽉中旬

• 必要なもの（実技研修）
– 電気作業⽤ヘルメット、低圧⽤（DC750/AC600）の絶縁保護⼿袋・⻑靴

• カリキュラム
– 開催時期︓2022/1/11、12（実技の予備⽇1/13）を予定。
– 1⽇⽬︓座学︓PV基礎、保安について
– 2⽇⽬︓実技
※2年⽬以降は検討中︓現地調査同⾏、発電特性分析、使⽤前⾃⼰確認 など

17
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実践的保守研修
１⽇⽬︓座学
• (1)概論(3.5h)
• ①システム説明
• ②発電特性基礎
• ③関連法令説明

• (2)PVの保安(2h) 現状は「順不同」での案内
• ①全体論
• ②接地
• ③等電位
• ④絶縁抵抗測定
• ⑤現地点検⼿順
• ⑥労働安全
• ⑦⽬視のポイント
• ⑧事故事例/不具合事例

18

2⽇⽬︓実技
• (1)概要説明(30min)

• (2)実技(3h 10min)
• ①ブリーフィング(30min)
• ②基礎点検(50min)
• ③ストリング点検(130min)
• ④モジュール不具合(20min)
• ⑤外観⽬視(20min)
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実践的保守研修︓講師紹介

• 北川 孝太郎
• 株式会社 島電気商会（岐⾩県岐⾩市） 代表取締役

19

1999年より太陽光発電の設計・施⼯、保守点検に従事。
ポリテクセンター⿃取において、施⼯・維持管理等に関わる県
内企業のノウハウ研修の講師を務める。

産総研が実施する太陽光発電設備の現地実態調査に数多
く同⾏・協⼒するなど、保守点検・測定業務に精通している。

PVRessQ!4号隊員

第⼀種電気⼯事⼠、⼀級電気施⼯管理技⼠
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講師紹介（AIST）

20

⼤関 崇 加藤和彦 ⾼島⼯

棚橋 紀悟 津野裕紀 池⽥ ⼀昭

法令
システム評価 など

PV設備⼀般
など

保守とは、保守点検⼿順例
など

接地、BPC関連
など

モジュール関連
IVカーブ など

モジュール劣化関係
など



confidential

D区画の利⽤

21
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D区画の利⽤

22



confidential

D区画の利⽤
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D区画の利⽤
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D区画の利⽤
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D区画の利⽤︓福島県予算トレーニング⽤アレイに関する案

CB
CB

モジュールストリングの基本配線概要

遮断器(CB)を⼆つ組み合わせて、⼆枚のモジュールが同時に接続されないようにする
不具合模擬
モジュール

P N

アレイ構成－不具合モジュールの組み込み
(1)セルストリング断線(クラスタ脱落)
⇒Voc、セルラインチェッカ、ソラメンテiS、I-V、IR

(2)バイパス回路短絡(クラスタ脱落)
⇒Voc、セルラインチェッカ、ソラメンテiS、I-V、IR

(3)セルストリング⾼抵抗化(インコネを⼀部削除)
⇒ソラメンテZ&iS、I-V、IR

(4)モジュール内模擬地絡(セルストリングからリードを引き出し、模
擬地絡抵抗を介して架台に接続する)
⇒絶縁抵抗計、対地電圧&⾃⼰バイアス法、
(5)バイパス回路開放
⇒バイパス回路テスタ、ソラメンテZ、影+I-V、影+IR、影+セルラ
インチェッカ
(6)ガラス割れモジュール(+マイクロクラック)
⇒絶縁抵抗計、IR、I-V

(7)不具合モジュールなしでモジュール間にケーブル引き出しを⽤意
(直列枚数可変、地絡位置可変)
⇒Voc、絶縁抵抗計、I-V、逆電流発⽣

26
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実践的保守研修

• 参加希望者は、下記からご登録ください。
• https://forms.office.com/r/6W0XUzzdz7

• 次年度以降の内容は検討中。

27
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（参考）事業のターゲット

発電オペレーション

発電事業管理

事業判断

メンテナンス
監視、管理
トラブル対応、現地点検

電⼒市場対応
需給予測、最適化制御

リパワ判断、アセット売却

キャッシュフロー管理
投資家、レンダー対応

28

実践的研修のスコープ共同研究スコープ
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（参考）新たな電⼒保安規制︓検討中

29
出典︓第7回 産業保安基本制度⼩委員会 資料抜粋
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デモンストレーション
• AIST D区画などを利⽤して、PVメンテンナンスに利⽤可能な⾼度技術のデモンストレーション

を実施予定。

• 募集⽅法︓参加者はそれぞれのテーマごとに都度募集。
• 参加費︓無料
• 参加⼈数︓それぞれ10〜20名程度を予定
• 参加資格︓福島県内に事業所を有する企業に所属していること。
• 今年度は下記を実施予定。

• 屋外EL︓12⽉中旬
• IRドローン︓未定
• ELドローン︓未定
• PV診断トラック︓未定

30
出典:NPC WEB出典:エネテク
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共同研究について
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共同研究の募集
• メンテナンス、オペレーションの両テーマに関する共同研究を募集。
• 福島県内に事業所がある企業が対象。
• 産総研の設備や所有、管理する発電所における実証データの収集、⼈を派遣して

いただいて⼀緒にデータ分析、技術開発等を想定（⼈材育成の側⾯も含む）。

• 2022/1末ごろに説明会を開催予定。
• 来年度から開始を想定し、2⽉〜3⽉で内容・契約調整。

• ご興味ある⽅は事前相談も受け付けますので、ご連絡ください。
– Email:M-FREA-pvsysat-om-ml@aist.go.jp

32
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最後に
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最後に
• 第６次エネルギー基本計画における３E＋Sの実現、太陽光発電の主⼒電源化の

実現に向けて。
• ３E（ Energy, Environment, Economy ）のトリレンマを解決できると期待さ

れていた再エネ。
• 太陽光発電の導⼊拡⼤は進んだが、インフラとして根付くにはこれから運⽤管理が重

要。そして、さらなる導⼊拡⼤が期待されている。
• ⽇本全体のエネルギー問題もとらえつつ、地域に便益を与えらえる太陽光発電にして

いきたい。

• 地元からエネルギーインフラを⽀えてくれる「福島県の太陽光発電技術者集団の構築
」の⼀員になってくれる⼈材を募集︕

• 産総研 FREAと、ともに挑み、次を創っていきましょう。

34
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Thank you for your attention.
takashi.oozeki@aist.go.jp
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国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所
福島再⽣可能エネルギー研究所

Fukushima Renewable Energy institute, AIST
(FREA)


